
海上空港のある花と史跡のまち 昭和60年 4月 1日 No.1024

市政だより
人口の動き

〈前月比〉
人口(男) 33，148 -26 

(女) 35，995 +29 
(計) 69，143 + 3 

世帯数 2コ， 595-45 
3月1日現在
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ゅ@Q3自白守~沼早
~大村駅の清掃奉仕を続ける仲良しグループ~

橋村由紀さん野口美穂さん滝野克子さん渡辺由理子さんが小学4年生の10月から始めた清掃奉仕

以来白週日曜日 欠かすことなく続けて2年半この春三減小学校を卒業してl~島中学校へと進む
そして清掃奉仕は 後輩だち〈岩本聡子さん・貞松美由紀さん・橋村真由美さん〉に引き継がれる

この小さな善意はやがて大人となる少女だちの 生の思い出となり )~\の糧となることだろう

毎月 1日 .15日発行 発行所/大村市役所町内③4111 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版刷
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暖
か
い
華
経
品
克
‘
戸
外
ヘ
出
る

檀
会
が
多
く
怠
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
一
霊
玄
関
を
出
や
と

そ
こ
に
は
空
通
事
事
と
い
う
倫
嵐
亦

待
ち
う
け
て
い
ま
す
。

A

フ
毎
回
重
点
目
減
ぼ
、
羽
田
三
つ

で
す
.

①
新
入
学

(圏
)
児
を
中
心
と
し
た

宇
品
の
貫
通
‘
晶
防
止

⑦
シ
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
書

聞
の
融
底

③

一輔
車
を
母
、
官
じ
た
無
観
望
危

由
連
盟

b むおお市政だより日目祖国O年 4月 1日

「

• 

ゐ

ん

怠

ガ

主

役

-
高
忽

E
ガ
診
加
し

あ
8
Eガ
守
る

期
間
中
は
警
察
に
よ
る
重
吉
取
締

り
円
ほ
か
、
交
通
安
全
史
冨
母
町

会
e

指
導
員
に
よ
る
街
頭
指
樽
な
ど

も
行
な
わ
れ
ま
す
。

み
ん
寺
が
ル
l
ル
を
守
り
、
悪
質

理
転
者
を
許
さ
な
い
ま
ら
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
‘

市
内
の
事
飲
の
半
世

近
く
は
吏
差
点
で
の
事
放
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
「
一

時
時
止
左
量
全
暗

相
官
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
か
ら
、

あ
な
た
も
春
の
交
通
安
全
運
動
へ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

自

駐

車

ガ

危

・
自
覧
車
の

g
eaガ

害
発
し
て
い
ま
す

市
内
で
は
3
万
台
近
く
の
自
転
車

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

自
転
車

で
の
事
放
も
続
発
し
て
い
ま
す
。

①
信
号
を
守
り
な
い
、
②
一

時
停
止

を
し
な
い
、
③
通
学
生
の
惜
剃

二

人
乗
り
が
多
い
、
@
ブ
レ
ー
キ
も
き

か
会
い
ラ
イ
ト
も
つ
か
会
い
術
面

会
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
、
な
ど
の

ル
l
ル

4反
が
目
立
つ
で
い
ま
す
。

今
年
に
は
い

っ
て
二
人
乗
り
の
自

転
率
が
人
を
跳
ね
て
死
亡
さ
せ
る
と

い
う
哩
L
い
事
故
が
尭
生
し
ま
し
介
石

ル
ル
会
寺
ら
な
い
習
慣
を
身
に

つ
け
f』子
供
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て

し、

司.

一
ご
存
じ
で
す
か

…

就

学

援

助

費

制

度
雌
照
会
報
務
教
育
の
児
童
生
徒
に
対

日

就
学
揖
助
費
制
度
と
は
、
経
摘
し
で
、
そ
の
事
情
が
良
〈
な
る
ま

一

一
的
な
理
由
で
、
就
学
に
必
要
寺
羊
で
の
問
、

担
助
す
る
制
度
で
す
。

用
品
や
給
食
費
会
ど
の
負
担
が
困
こ
の
制
度
に
は
、
認
定
の
基
準

一

J
o

t
同
提
唱

が
み
り
、
問
医
者
の
意
見
を
聞
い

一

ヰ
バ
崎
町

2で
望
し
ま
す
。

~
乍
注
甥

絹

民

間

援

助

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
各

一

〈

d

，d
F
干

港

学
校
、
ま
た
は
教
室

E会
庶
積

一

L

t
‘
昭
課
へ
遣
事
ぷ
く
お
申
し
出
く
疋
一言、

“

c

o

o

e

e

3

0

 

ど
ん
な
運
転
者
に
な
る
で
し
ょ
う
か
、

宰
旺
や学一
段
で
し
っ
か
り
指
導
す
る

ほ
か
に
、
道
路
で
連
置
を
見
か
け
た

ら
、
ひ
と
声
か
け
て
在
意
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
.

-
T
Sマ
ー
ク
を

ご
存
じ
で
す
か

自
転
車
安
全
整
備
士
の
免
許
会
蒔

っ
た
白
で
自
転
手
乞
購
入
し
た
時
、

ま
た
は
点
検
移
脂
を
畳
け
る
と
T
S

マ
ー
ク
を
手
拝
し
て
く
れ
ま
す
。(1

年
間
有
勉
)

こ
れ
に
は
次
の
保
障
が
付
い
て
い

ま
す
。

傷
害
憧
険

死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
陣
警
合
量

っ
た
酬
明
ム
ロ
に
は
、
四
万
円
支
給
さ

れ
ま
す
。

• 

一・

賠
償
責
桂
憧
輪

第
三
著
に
死
亡
ま
た
は
重
度
後
退

陣
害
安
与
え
た
場
合
に
は
、

5
0

0
万
円
を
限
度
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
っ
か
り
野
偏
さ
れ
た
自
転
車
に

乗
る
こ
と
か
ら
安
全
理
牝
は
始
ま
り

ま
す
。
あ
な
た
の
自
転
車
を
さ
っ
そ

く
占
厳
し
て
く
だ
さ
い
。

戸

i
B
f

ごホJI，力くときい)下水道 (工事中ご迷惑をおかけ しますが、心で伸ばす※ふれあいの
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開
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
・•• 

1
回
年
度
分
は

4
月
初
日
ま
で
に

1

4
月
は
、
昭
和
印
年
度
分
を
納
め

る
締
め
く
く
り
の
円
で
す
。
納
め
忘

れ
の
人
は
、
急
い
で
納
め
て
く
だ
さ

5
月
に
な
っ
た
ら
、
現
在
お
持
ち

の
臼
年
度
分
の
納
付
書
で
は
、
納
め

ら
れ
な
く
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

印
年
度
分
の

納
入
通
知
書
を
発
送

昭
和

ω年
度
分
の
国
民
年
金
保
険

料
納
入
通
知
書
を
4
月
ロ
日
に
発
送

む

縦
覧
期
間
と

納

期

を

変

更

縦
覧
期
間

4
月
9
日

ωl
m日
ω

場
所

税
務
課

納
期

一
期

1
5月
日
日

1
訂
日

二
期
以
降

1
変
更
あ
り
ま
せ
ん

※
本
人
以
外
が
縦
覧
す
る
場
合
は
委

任
状
ま
た
は
承
諾
書
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

昭
和

ω年
度
は
基
準
杢
度
の
た
め

おお市政だより(3) 

土
地
並
び
に
家
屋
に
つ
い
て
評
価

替
が
行
わ
れ
ま
す
。

縦
覧
の
結
果
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
記
載
の
価
格
な
ど
に
不
服
が

あ
る
場
合
は
、

4
月
9
日
1
5月

刊
日
ま
で
に
異
議
の
申
し
立
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
に

誤
り
が
あ
っ
た
と
き
は

所
得
税
の
確
定
申
告
に
間
違
い
が

あ
っ
た
と
き
は
、
正
し
い
申
告
に
や

り
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
通
り
割
引
が
あ
り
ま
す
。
前
納
さ

れ
る
人
は
、

1
枚
目
の
納
付
書
で
お

近
く
の
出
張
所
ま
た
は
金
融
機
関
に

払
い
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

1年間の保険料 180，880円

前納保険料 78，930円
|を納める人

割引 額 ト 950円

1年間の保険料 85.680円

i前納保険料 83.6 1 0円

円ハU司
/

ハU
円
/
】l
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室ロ

一

人

一

λ百

一

め

一

市
内

一

φ
争
中

一

手
乞

一

例
え
ば
、
申
告
書
に
社
会
保
険
料

控
除
な
ど
を
書
き
忘
れ
た
た
め
、
税

金
を
多
く
払
っ
た
場
合
は
「
更
生
の

請
求
」
で
税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
更
正
の
請
求
、がで
き
る
の
は

来
年
の
3
月
紅
白
ま
で
で
す
。

ま
た
、
所
得
を
実
際
よ
り
少
な
く

申
告
し
て
い
た
よ
う
な
場
合
は
「
修

正
申
告
」
で
正
し
い
金
額
に
訂
正
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
諌
早

税
務
署
(
宮
諌
早
②
1
3
7
0
)
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

媛;が竺1
y 担慢竺一

今年は催しものがたくさん

一ぷ一一ーと大村公園を中心に、花のシーズンが

いよいよおとずれます。

@.?f，J 。μ，([;/# 

<催しもの>
場所 大村公園特設舞台

日時 4月6日(士)午後 1時より

7日(日)午前11時30分より

民踊、職場対抗カラオケ大会、

おおむらくじら太鼓、ジ ャズダンス、

聖子立て

花まつり期間中 (6月15日までに大村公園亮

庖(噴水横) で、すば‘らしい景品があたる アン

ケートケ イズも実施しま す。

乗ろう守ろう

す
る
予
定
で
す
。
届
か
な
か
っ
た
り
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
保
険
年
金
課
年

金
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
か
ら
納
付
書
が
変
わ

り

一
か
月
づ
っ
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

納
付
書
は
、
機
械
処
理
を
し
ま
す
。

折
り
曲
げ
た
り
、
汚
し
た
り
し
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
別
納
割
引
制
度
の
ご
利
用
を

1

4
月
初
日
ま
で
に
、
一
矢
万
の
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
と
、
別
表

一

F
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育てよう

内容

※大村線



犬は丈夫な鎖でつないできでください。

人をかむ恐れのある犬は、口輪をつけ

てきでください。

登録と注射が済んだ犬は、首輪に鑑札

をつけてください。

当日は受け付けが混雑しますので、つ

り銭がいらないようにご協力ください。

(4) b むお

し、

お

願お
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射注防
と
予

録
病

登
、
大

の
狂

、大

飼い犬は、生後91日から 1年 1回の登録と、狂犬病予防注射を受

けるよ う義務づけ られています。市では、こ の注射や登録を次の通

り実施しますので、最寄りの場所で受けて くださ い。

手数料/登録料2，1ω円 予防注射料1，400円

注射済票交付料 400円 合計 3，叩O円

月 日 場 所 時 間 月 日 場 所 時 問

4月8日(月) 大材市役所 10: 00~ 15:00 16日(火) 中地区公民館 10 : 00 ~ 15 : 00 

9日(火) 今村公民館 1 0 :30~ 10:45 17日(水) 重井田 (今里伸作宅前) 10 : 00~ 10 : 20 

溝陸公民館 11 : OO~ 11 :15 野岳湖バス停 10:30~11:00 

三浦出張所 11 : 25~ 11 : 50 東光寺公民館 11 : 1 5~ 11 : 30 

西部公民館 13 : 40~ 14 : 00 松原出張所 13 : 00~14 : 00 

陰平下公民館 14 : 10~ 14 : 30 武留路公民館 14 : 1 0~ 14 : 30 

10日(水) 平小川 (佐藤宅前) 10 : 00~ 10 : 30 18日(木) 黒木パス車冬点 10: 00~ 10: 1 5 

鈴田出張所 10 : 40~11 : 00 黒木小学校下 10 : 25~ 10 : 50 

上久原公民館 13 : OO~ 14 : 30 久良原公民館 11 : OO~ 11 : 20 

椎池公民館 14 : 40~ 15 : 00 萱瀬出張所 13 : OO~ 13 : 30 

11日(木) 寿古公民館 10 : OO~ l1 : 00 南川内旧分校下 1 3:40~13 :50 

福重出張所 11 : 1O~ 1・2 : 00 宮代公民館 14 : 05~ 14 : 40 

立福寺ノfス停 13: 1O~ 13 : 30 農協萱瀬第 1支所 14 : 50~ 15 : 20 

富の原 2丁目公民館 13 : 40~ 14 : 40 19日働 大村保健所 10 : 00~ 15 : 00 

12日幽 微神堂広場 9 :30~ 10:00 20日(土) 上諏訪公民館 10 : 00~10 : 30 

諏訪公民館 10 : 15~11 : 50 12 : 00-13 : 00は休みます

池田公民館 13 : 1O~ 14:00 

堺町公民館 14 : 1 0 ~ 14 : 30 

C…「円l Ul g!ーーいなb込ヂ作金鴻品民ααF長SF t 13日目 植松公民館 9:30~ 1 0 :50 。2
15日(月) 竹松出張所 10 : 00~ 1 5 : 00 

の
@
の

佳
憲
予
防
億
種

妊
婦
が
、
妊
娠
初
期
に
風
し
ん
に

か
か
る
と
先
天
性
異
常
児
(
白
内
障
、

心
臓
奇
形
、
難
聴
な
ど
)
が
生
ま
れ

る
心
配
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で

に
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い

人
や
予
防
接
種
を
受
け
で
な
い
人
は
、

妊
娠
前
に
抗
体
検
査
を
受
け
、
抗
体

価
の
低
い
人
は
予
防
接
種
を
し
て
お

き
宇
品
、
し
ょ
弓
ノ。

対
象
と
な
る
人
市
内
に
住
ん
で
い

る
初
歳
以
上
の
女
性

料
金
自
己
負
担

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

接
種
病
院
(
医
院
)

後
整
庄
婦
人
科
医
院

西
大
村
本
町

宮
②
6
0
1
5

中
央
産
婦
人
科
医
院

水
主
町
二
丁
目
宮
②
3
8
5
0

長
野
病
院

東
三
扇
町

宮
③
1
1
2
3

福
田
産
婦
人
科
医
院

古
町

一
丁
目

宮
⑧
6
1
2
4

桝
本
産
婦
人
科
内
科
医
院

大
川
田
町

宮
⑤
8
3
5
5

※生命の 粉石けん尊さ諭す
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むおお市政だより(5) 

日頃の成果を発表(%~% 勤労青少年ホーム)

勤労青少年ホームを利用している若者たちが¥

「第4ロホームまつり」を開催。着物差付け本

ジャズバンド演奏などの舞台発表や¥日頃、学ん

でいる生花、書道ペン¥紙ねん土や英会話など

の講座やクラブの展示発表を行いましだδ

大人も顔負けの名演奏(%

ター)

松原、妙宣寺、実天宮、ひまわり¥鈴田の5保

育園合同の「第2回仲良し保育園音楽祭」ガ開

かれまし疋。園児疋ちは、雪のおどり¥わらの

中の七面鳥や青空マンボなどを演奏。会場のあ

田さんだちから暖かい拍手を受けていましだ。

コミュ二ティセン

全分団ガ参加しての「第4回ポンa
プ操法大会J(% 消防学校

市内、15の分団から約100人ガ参加|

して、第1ロポンプ操法大会ガ開|

かれました。各分団の選手は、 小

雨の中で日頃の訓練の成果を見せ

ようと、力いっぱい頑張りましだ。

自動車の部では、 11分団ガ優勝。

小型ポンプの部では¥什分団と

4分団ガ優勝を分けあいましだ。

カ
や
ハ
エ

の
い
な
い
清
潔
で
美
し

い
大
村
に
す
る
た
め
、
各
家
庭
、
町

内
、
事
業
所
、
団
体
で
、
春
の
大
清

掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
害
虫
が
発
生
し
に
く
い
環
境
づ
く

り
を
し
ま
し
ょ
う

0

・
室
内
の
整
理
整
頓
、
畳
の
日
光
消

毒
、
床
下
へ
の
薬
剤
散
布

・
溝
や
排
水
路
の
清
掃
と
汚
泥
の
除

去
・
水
た
ま
り
や
た
め
水
の
排
水

.
雑
草
や
ヤ
プ
の
刈
り
取
り

・
便
所
や
ご
み
箱
の
清
掃
と
薬
剤
散

布
①
殺
虫
剤
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う

カ
・
ハ
エ
・
ゴ
キ
ブ
リ
用
の
乳
剤

(
1
万
5
5
0
円
)
油
剤
(
4
、
1
2
5

円
)
、
ボ
ウ
フ
ラ
・
ウ
ジ
用
の
水
和
剤

(
1
万
4
、
2
5
0
円
)
、
ノ
ミ
・
ダ
テ

ム
カ
デ
用
の
粉
剤
(
2、
2
5
0
円
)

が
あ
り
ま
す

※
町
内
清
掃
で
出
た
汚
泥
は
市
で
処

理
し
ま
す
。
殺
虫
剤
は
町
内
ご
と

に
配
布
し
、
煙
霧
機
も
町
内
に
無

料
で
貸
出
し
ま
す
の
で
、
い
ず
れ

も
町
内
単
位
で
生
活
環
境
課
衛
生

係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(毎週火・金曜日、午前10時~午後5時)8③4070 ※子育て電話相談室
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官 Z 努与量当 ~~~ψ~O且
721:裏合理自 の登録をしてください
後は複で、、でで、

りで数き隣日登・登登 登 て よ せヘフパ各ス

事;2持塁間き籍白雪A主義42よ?要干護
U せ去 る到 て古来 31限 さ 円 忘 加|ボ会ツを
よん 固 と 団 がく動件無日一ぃ己れ かル I~ 少し
!-I ulこイさとでだが 料自針 。登の でなル野牛在

自芸 k算5ごZ 子23ζJ理男:

登
録
は
認
め
ま
せ
ん
が
、
転
入
生

は
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
課

※
登
録
用
紙
は
、
体
育
課
に
あ
り
ま

す。第
何
回
少
年
野
球
大
会

期
日

5
月
日
日
出
i
ロ
日
間

場
所
市
営
野
球
場
ほ
か

開
会
式

5
月
日
日
出
、
午
後
2
時

チ
l
ム
編
成

1
チ
l
ム
日
人
以
内

対
象
・
小
学
校
の
部

1
4
1
6年
生

.
中
学
校
の
部

1
学
年
は
聞
い
ま
せ

ん※
い
ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
単

位
で
編
成
し
て
下
さ
い
。
チ
ー

ム
編
成
が
困
難
な
少
年
団
は
、

隣
接
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

の
合
併
を
認
め
ま
す
。

申
込
期
限

4
月
幻
日
回

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
課

抽
選
会

5
月
4
日
凶
、
午
後
2
時、

市
役
所
第
7
会
地
建
主

※
競
技
中
の
傷
害
に
つ
い
て
は
応
急

処
置
の
み
行
い
、
主
催
者
は
一
切

の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
と
同
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
登
録
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

野外生活は、道具を使いこ怠すことから始

まります。その基本と怠るのガ、ロープの使

い方:いざというときはもちろん、日ごろの

生活にも役立つ、覚えていて損の怠い mノウ

ハウH です。

ロープ・ワークは図で見ると難しそうですが、

実際にやってみれば簡単です。まずはロープ

かひもを用意して、身につくまで練習してみ

ましょう。

砂ほん結ひこ一一一番使うことの多い基本的は

結び方です。イとロの重ね方て¥ほどけにく

い「たて結び」になってしまうので注意しま

しょフ。

砂ひきとけ結ひに一一ほん結びの片方を輪にし

て結べば、自然にできるときやすい結び方。

両方を輪にすれば「ちょう結びjになります。

砂インク結ひこ一一ビンやとっ〈りをぶら下げ

るのに便利な結び方です。

惨自在結び一一洗濯物

をほすときなどにイ吏い

たいのがこれ。張った

ロープの片方をこの結

びにしてお〈と、張っ

たりゆるめたり、自在

にグできるのです。

E .... 46 .. 冠姐

ヱ2
4 

ロープ・ワークを覚える

( 4 月 20 日(封、午後 1 時~3 時、福祉センター)※耳とことばの相談日

とくときは口を引く 。
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婦
人
軟
式
庭
球

初

心

者

数

室

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
に
、
め

ぐ
ま
れ
な
い
家
庭
婦
人
が
、
テ
ニ
ス

の
初
歩
的
技
能
の
習
得
を
通
じ
て
、

健
康
な
心
と
体
力
づ
く
り
、
仲
間
づ

く
り
を
し
な
が
ら
運
動
の
継
続
を
す

る
こ
と
、
子
供
(
中
学
生
と
小
学
校

高
学
年
)
と
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

話
し
合
い
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
聞
き
ま
す
。

期
間

4
月
四
日
附

1
6
月
初
日
側、

毎
週
木
曜
日

時

同

午

前

日
時

1
手ヤ

場

所

市

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定

員

加

入

参

加

費

無

料

(
傷
害
保
険
加
入
金

4
2
0
円
を
'
申
込
み
時
に
い
た
、
だ

き
ま
す
)

指

導

者

森

上
吉
郎
(
日
本
体
育
協

会
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
・
日
本
軟
式

庭
球
連
盟
準
指
導
員
)

申
込
期
限

4
月
ロ
日
幽

申
込
方
法
直
接
、
教
育
委
員
会
体

育
課
ヘ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
話
・
は
が
き
な
ど
で
の
申
し

込
み
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

楽しい行事がいっぱし、

@i母国昌男
; ー園旬冒
3 ~お気軽にご参加ください~
合 心身の障害により 、保育所や

学校などに通うことが、できない

在宅児童のために、楽しい集い

と遊びの中から自立と協調の精

神を養うとともに

すしを図ることを目的として実施

していま す。

なお、送迎車が困難な人には

市が負担 します i~ 
重品

期日 毎 月第 1・3水曜日およ

び第 2・4日曜日

時間 午後 1 時~4 時

場 所福祉センタ 一保育室

i申し込み・問い合わせ先

福祉課福祉係

むおお市政だより(7) 

時
闘

場
所レ

対
象
四
歳
以
上
の
女
性

定

員

加

入

参
加
費

3
0
0
0
円

傷
害
保
険
加
入
金

4
2
0
円

受
付

4
月
8
日
間
(
i
U

日
幽

申
込
方
法
直
接
、
教
育
委
員
会
体

育
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
話
・
は
が
き
な
ど
で
の
申
し

込
み
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

午
後
2
時

1
4時

勤
労
者
体
育
施
設
屋
内
プ

i

大
村
さ
く
ら
祭

卓

球

..0. 
Z玄

大

日
時

4
月
お
日
間
、
午
前
9
時

場
所
市
民
体
育
館

競
技
種
目

一
般
男
子
A
、

一
般
男

子
B
、
一
般
女
子
、
婦
人
、
壮
年

男
子
(
お
歳
以
上
)
、
ベ
テ
ラ
ン
(

釘
歳
以
上
)
、
中
学
男
子
、
中
一
手
女

子
申
込
方
法
O
高
校
生
は
一
般
男
子
A

・
一
般
女
子
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

O

一
般
男
子
B
は
市
内
に
住
ん
で
い

る
人
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る
人
に

限
り
ま
す
。

O
所
定
の
申
込
書
に
種
目
別
ご
と
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
参
/
加
料

弁
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
費
中
一
手
生
訓
円
、
高
校
・

一
般

側
円

申
込
先
大
村
卓
球
協
会

(〒
蹴
玖

島
郷
制
番
地
、
朝
長
靖
彦
あ
て
)

提
出
期
限

4
月
幻
日
間
必
着

※
O
、
ゼ
ッ
ケ
ン
は
必
ず
着
用
し
て
く

だ
さ
い
。

O
参
加
種
目
は
、

限
り
ま
す
。

1
人
1
種
目
に

第
旬
固
オ
リ
工
ン
テ

l
リ

ン
グ
大
会
の
成
績

A

コ
l
ス

(
中
学
生
以
上
一
般
、
お

組
参
ノ
加
)
①
中
島
優
組
、
②
中
島

敏
博
組
、
③
鳥
谷
敏
春
組

B

コ
l
ス

(
家
族
組
、
印
組
参
加
)
‘

の
藤
崎
貴
則
組
、
②
山
口
雅
義
組
、

①
弄
上
健
司
組
、
④
近
藤
英
雄
組
、

⑤
朝
長
異
夫
組斜

ap

g
③
1
9
7
9
 

古

文

書

の

会

を

聞

き

ま

す

古
文
書
を
読
み
な
が
ら
「
郷
土
大

村
」
を
学
ぶ
会
を
聞
き
ま
す
。

期

日

毎

月

第

1
・
3
水
曜
日
お
よ

び
第
4
土
曜
日

時
同
O
第

1
・
3
水
曜
日

1
午
前
叩

時

i
正
午

O
第

4
土
曜
日

1
午
後
2
時

1
4時

場
所
市
立
図
書
館
会
議
室

講

師

佐

竹

茂

先

生

教

材

費

月

3
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先
史
料
館

r 一一/ 

グ
ル
1
7
・
ザ

1
タ
ル

e

aF
員

g
a
w
a
Fぷ

大

村

市

合

気

道

会

練
習
日
毎
週
月

・
水

・
金
曜
日
、

午
後
7
時

1
8時
却
分
(
少
年
部

は
午
後
6
時

1
7時
)

場
所
市
武
道
館
1
階

対

象

小

学

生
以
上
で
性
別
は
聞
い

ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

合
気
道
会
事
務
局
(
宮
⑤
0
2
7

3
獅
子
島
)
ま
た
は
、
直
接
、
練

習
場
(
武
道
館
)
へ
。

3
B体
操
愛
好
会

例
会
毎
週
金
曜
日
、
午
後
2
時

1

3
時
初
分

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
〒
蹴

l
m竹
松
本

町
1
1
9
1
1日
森
博
子
(
宮
⑤

8
3
0
6
)
 

(コミュニテイセンタ ー内、 8④ 31 6 1 ) ※青少年に関する悩みの相談は少年センターへ
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太
鼓
の
打
ち
手
を
募
集

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
協
賛
会
事

務
局
で
は
、
大
村
音
頭
と
お
お
む
ら

く
じ
ら
太
鼓
の
打
ち
手
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
女
性
も
大
歓
迎
。
早
目
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
・
人
員

O
小
学
3
年
生

1
中一字
2
年
生

1
日

人

純也ちゃん・西大村本町〉

o
m歳
1
羽
歳
の
人

1
m人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
協
賛
会
事

務
局
(
宮
②
6
3
9
1青
年
会
議
所

内
)第

6
固

み
ん
な
の
健
康
教
室

(吉田

t
j
み
ん
な
で
予
防
を
・•• 

は
や
り
自
と
ア
ポ
ロ
病

1

日
時

4
月
ロ
日
働
、
午
後
1
時

1

2
時
初
分

場
所
国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医

療
研
修
セ
ン
タ
ー

講
師
大
村
保
健
所
副
主
幹
計
屋

隆
子
先
生
(
前
国
立
長
崎
中
央
病

院
眼
科
医
長
)

内
容
O
は
や
り
目
と
は
?
ア
ポ
ロ
病

と
は
?

O
伝
染
予
防
あ
れ
こ
れ

門
担

b
句
、
円
u
b
u
b
p
v
也
、
t
u
b
-
u
b
s、

a
b
a
b
a
b

夕、，
s
b
回

b
也

b
u
b
n
u
b
円

u
b

h
d
b
4
h
d
h
d
ω
4
3
3
3何
回

4
d
d
d
d
d
t司
o
d
d
?
?
?
b
d
b
4

同
叫
司
明
日
岨
(
小
浜
お
お
む
ら
荘
)

守

谷

窃

物
件
O
土
地
H
H

宅
地
問
ぱ

O
建
物
H
H
木
造
ス
レ
ー
ト
葺
2
階
建

延
抑
・
ね

2m

場
所
南
高
来
郡
小
浜
町
南
本
町
字

山
之
上
後
日
番

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

現
地
説
明

4
月
幻
日
叩
、
午
後
2

レ
向
。
守

入
札
日
時

5
月
2
日
制
、
午
後
2

土
寸

入
札
場
所
市
役
所
第
4
会
議
室

※
詳
し
い
事
は
、
市
役
所
お
よ
び
現

地
に
掲
示
し
て
い
る
公
示
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

管
財
課
管
財
係

労
働
保
隙
料
の

申
告
と
納
付
は

5
月
旬
日
ま
で
で
す

事
業
主
お
よ
び
労
働
保
険
事
務
組

合
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
料

(
労
災

保
険
と
雇
用
保
険
)
の
申
告
書
を
、

4
月
上
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

同
封
さ
れ
て
い
る
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど
を
参
手
匂
に
し
て
、
期
限
内
に
申

告
と
納
付
を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
県
労
働
部
雇
用
保

険
課

(告
長
崎
⑫

0
6
9
4
)、
長

崎
労
働
基
準
局

(宮
長
崎
⑬

0
3

4
3
)
 

長
崎
県
殉
国
者

春

季

慰

霊

4
月
お
日

ω、
午
前
叩
時
初

日
時分

場
所
県
護
国
神
社

(長
崎
市
城
栄

町
)

※
雨
天
の
場
合
は
、
長
崎
国
際
体

育
館

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
社
会
係

内場日

ど容所長時さ
長 仮 陸 3 4 守リ
崎装上時 月 E宇
女パ白 21 ~ 
子レ衛 日 L也
商 l 隊 (日)廿担
高 ド大 :逼

、村午理
ト音駐 前重力
ン楽屯 9 ~玄
トド 地 時孟
ワリ 1 祭

ラ
l
ズ
共
清
口
、
町
内
対
抗
リ
レ

i
、

野
外
売
倍
、
そ
の
他

※
当
日
は
、
部
隊
を

一
般
開
放
し
ま

す
。〈

香
典
返
し
〉
敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
西
ミ
ヨ
シ
(
久
原
1
丁
目
・

亡
夫
謙
太
郎
)
日
万
円

マ
山
口
正

(
A
7
富
郷
・
亡
父
国

次
郎
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
高
松
和
子

(赤
佐
古
町
・
亡

父
六
郎
)
泉
の
里
へ
5
万
円

〈
一
般
寄
付
〉
敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
山
下
ッ、
不
(
水
主
町
2
丁
目
)

泉
の
里
ヘ
本
箱
1
台

マ
わ
か
ば
保
育
園

l
泉
の
里
へ

音
楽
合
奏
慰
問

マ
三
城
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
同
好
会

l
泉
の
里
へ
誕
生
会
慰
問

マ
大
高
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
叩
名

1

泉
の
里
へ
つ
く
ろ
い
も
の
奉

532おりがとうとぎいました
国
際
青
年
年
記
念

海
外
派
遣
青
年
募
集

派
遣
事
業
名

①
青
年
海
外
派
遣
、

②
日
中
青
年
親
善
交
流
、

③
青
年

の
船
、

④
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
、

⑤
青
年
海
外
特
派
員

対
象

①

1
③

l
m歳
1
却
歳
の
人
、

④

・
①
Y
H
m
m
歳
l

m却
歳
の
人

申
込
期
限

4
月
ロ
日
働

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

仕
マ
好
田
・
鈴
木
・
和
田
理
容
院

l
泉
の
里

へ
理
髪
奉
仕

マ
岡
田
房
太
郎
(
香
川
直
小
大
川

郡
長
尾
町
)
泉
の
里
ヘ
生
う

ど
ん

1
箱

マ
大
川
田
町
老
人
会

1
泉
の
里

へ
つ
く
ろ
い
も
の
奉
仕

マ
大
村
市
消
防
団
第
4
八
万
団

1

泉
の
里
ヘ
待
避
訓
練
指
導

マ
久
原
保
育
園

1
泉
の
里
へ
慰

マ
日
本
専
，
売
公
社
大
村
営
業
所

1
泉
の
里
へ
た
ば
こ

2
3
0

0
本

ア
フ
リ
カ
難
民
ヘ

マ
鈴
田
第
2
親
老
会

1
1
万
l

4
0
0
円

マ
片
町
第
2
子
ど
も
会

1
1
万

1
1
5
0
円
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